
子宮頸がん予防接種 市の全額助成実現

地球環境を守るため再生紙を使っています。

第
二
回
前
橋
市
議
会
定
例
会
が
六
月
十
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
近
藤
好
枝

議
員
が
総
括
質
問
、
中
道
浪
子
議
員
が
議
案
の

反
対
討
論
、
長
谷
川
薫
議
員
が
議
案
提
案
権
を

行
使
し
た
公
契
約
条
例
の
提
案
、
笠
原
寅
一
議

員
が
意
見
書
起
草
委
員
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
が
提
案
し
た
国
へ
の
意
見
書

〜
全
会
一
致
採
択
〜

共
産
党
市
議
団
が
六
月
議
会
に

提
出
し
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
公
費
助
成
を

求
め
る
国
へ
の
意
見
書
が
一
部
修

正
の
う
え
全
会
派
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
と
前
後
し
て
、
前
橋
市
は

六
月
二
十
八
日
の
市
長
の
定
例
記

者
会
見
で
今
年
十
月
一
日
か

ら
、
中
学
一
年
生
の
女
子
を
対

象
に
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

全
額
補
助
を
実
施
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
一
人
当
た
り
の
接

種
費
用
は
四
万
四
千
円
で
対
象

者
は
約
千
七
百
人
。
費
用
総
額

は
年
間
約
七
千
六
百
五
十
万
円
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
よ
る
感

染
で
、
八
割
以
上
の
女
性
が
一
生

の
う
ち
感
染
す
る
が
、
女
性
の
全

て
が
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

持
続
感
染
に
よ
り
発
症
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感

染
の
研
究
開
発
が
進
み
、
が
ん
に

対
し
て
医
療
史
上
初
め
て
早
い
時

期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
高

い
効
果
の
あ
る
「
予
防
可
能
な
が

ん
」
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
百
ヶ

国
以
上
の
国
で
は
七
年
前
よ
り
国

と
し
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま

す
。

前
橋
市
の
新
清
掃
工
場
建
設
予

定
地
（
下
増
田
町
）
に
つ
い
て
群

馬
県
は
、
環
境
影
響
調
査
意
見
書

で
地
盤
の
軟
弱
な
砂
礫
層
の
う
え

で
あ
り
、
耐
震
に
十
分
対
応
す
る

こ
と
や
一
箇
所
に
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
清
掃
車
両
の
集
中
と
そ
の

影
響
に
よ
る
渋
滞
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
増
加
問
題
な
ど
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る

伊
勢
崎
市
で
予
定
地
の
変
更
を
求

め
る
署
名
な
ど
住
民
運
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
建
設
予
定
地
の
変
更

を
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
市
当
局
は
「
市
民
合
意

は
で
き
て
い
る
し
、
伊
勢
崎
市
に

も
理
解
を
求
め
る
」
と
強
弁
し
ま

し
た
。

新
清
掃
工
場
の
機
種
選
定
は
従

来
の
焼
却
方
式
・
焼
却
方
式
＋
灰

溶
融
・
ガ
ス
化
溶
融
の
三
方
式
を

検
討
し
専
門
部
会
の
意
見
を
受

け
、
秋
ま
で
に
は
新
清
掃
工
場
整

備
検
討
委
員
会
で
結
論
を
出
す
方

向
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
灰
溶
融
炉
は
多
大
な
財
政
負

担
を
し
て
ま
で
設
置
す
る
必
要
は

建
設
計
画
の
再
検
討
を
！

新
清
掃
工
場
危
険
な
溶
融
炉
で
な
く

従
来
の
焼
却
方
式
を
選
定
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市民要求の実現めざし奮闘します

※ご意見、ご要望をお寄せ下さい。

な
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も

逆
行
す
る
と
厚
労
省
も
認
め
ま
し

た
。
ガ
ス
化
溶
融
炉
は
爆
発
す
る

危
険
性
だ
け
で
な
く
莫
大
な
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
掛
か
り
最
近
は

全
国
的
に
導
入
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
機
種
選
定
を
専
門
家
任
せ
に

せ
ず
、
長
年
の
実
績
も
あ
り
、
市

民
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
焼
却
方
式
を
採

用
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
新
清
掃
工
場

整
備
検
討
委
員
会
専
門
部
会
が
、

よ
り
安
全
な
従
来
の
焼
却
方
式

（
六
供
清
掃
工
場
と
同
じ
ス
ト
ー

カ
ー
炉
）
を
選
定
し
検
討
委
員
会

が
承
認
し
ま
し
た
。

接種方法

内　　　　　容

接種回数 ３回（初回接種、初回接種１か月後、
初回接種から６カ月後）

助 成 額 全額（３回接種合計　44,000円）

接種料金
１回目　　　　　　　15,000円

２回目・３回目　　　14,500円

接種方法 市内医療機関で個別接種

法的根拠 任意接種

近
藤
好
枝
議
員
は
宮
崎
で
発
生
し

た
口
蹄
疫
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
畜
産

出
荷
高
全
国
第
五
位
の
前
橋
市
の
迅

速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
質
問
し
ま
し
た
。

①
発
症
し
な
い
よ
う
予
防
対
策
を
徹

底
す
べ
き
。
そ
の
た
め
、
畜
産
業

者
任
せ
に
せ
ず
本
市
独
自
の
予
防

対
策
の
た
め
の
公
費
助
成
を
お
こ

な
う
こ
と
。

②
前
橋
市
で
発
症
し
た
場
合
、
家
畜

の
埋
却
場
所
の
確
保
を
す
る
こ
と
。

③
畜
産
農
家
が
経
営
再
建
で
き
る
た

め
の
補
償
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

④
群
馬
県
内
の
発
生
時
以
前
に
対
策

本
部
の
立
ち
上
げ
を
早
急
に
お
こ

な
う
こ
と
。

と
強
く
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
は
、
口
蹄
疫
対
策

本
部
設
置
の
具
体
化
を
行
い
ま
し
た
。

家
畜
伝
染
病
口
蹄
（
こ
う
て
い
）
疫
対
策
を
！

現在稼働中の六供清掃工場



議案提案権を使い「公契約条例」を提案
党
市
議
団
は
「
市
が
発
注
す
る

公
共
工
事
や
市
有
施
設
の
現
場
で

働
く
労
働
者
の
賃
金
が
引
き
下
げ

ら
れ
て
、
行
政
が
働
く
貧
困
層
・

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
を
作
り
出
し

て
い
る
」
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘

し
、
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に

「
前
橋
市
公
契
約
条
例
」
を
提
案

し
ま
し
た
。

最
近
は
、
建
物
の
解
体
工
事
や

建
設
工
事
な
ど
で
は
、
市
が
積
算

し
た
予
定
価
格
の
六̃

七
割
の
低

価
格
の
契
約
と
な
る
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
。
長
引
く
経
済
不
況
か

ら
公
共
事
業
が
全
体
と
し
て
減
っ

て
い
る
た
め
、
業
者
は
仕
事
を
受

け
る
た
め
に
低
価
格
の
入
札
競
争

を
強
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
で
は
適
正
な
工
事
が
行
わ

れ
ず
、
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
、
結
果
と
し
て
財
政
の
さ
ら

な
る
支
出
が
必
要
と
な
る
恐
れ
も

で
て
き
ま
す
。

提
案
し
た
「
条
例
」
は
、
①
市

が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
に
つ
い

て
、
契
約
す
る
業
者
（
指
定
管
理

者
や
下
請
け
も
含
め

る
）
が
雇
用
す
る
労
働

者
の
最
低
賃
金
を
市
長

が
定
め
る
。
そ
の
賃
金

額
は
業
者
や
労
働
者
や

市
民
な
ど
で
構
成
す
る

審
議
会
の
意
見
を
聞
い

て
決
め
る
。
②
契
約
し

た
業
者
が
条
例
を
守
っ

て
労
働
者
に
賃
金
を
支

払
っ
て
い
る
か
ど
う
か

の
立
ち
入
り
検
査
権
を

市
長
が
持
つ
。
③
条
例

に
違
反
し
た
場
合
に
は
契
約
の
解

除
な
ど
の
制
裁
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
と
い
う
条
例
で
す
。

長
谷
川
薫
議
員
が
提
案
理
由
説

明
を
行
い
質
疑
に
答
え
、
中
道
浪

子
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
が
、
他
会
派
が
反
対
し
た
た
め

に
、
条
例
を
可
決
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

党
市
議
団
は
「
千
葉
県
野
田
市

は
昨
年
の
九
月
に
全
会
一
致
で
条

例
を
制
定
し
、
全
国
の
約
八
〇
〇

議
会
が
国
レ
ベ
ル
の
公
契
約
法
制

定
の
意
見
書
な
ど
を
採
択
し
て
い

ま
す
。
入
札
制
度
の
改
善
と
と
も

に
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、
市
内

中
小
業
者
や
労
働
者
の
経
営
や
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
も
切
実
な
課

題
で
す
。
今
後
も
制
定
に
向
け
て

市
民
運
動
を
強
め
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

二
中
と
四
中
を
統
廃
合
す
る
た
め
の
条
例

改
正
に
、
党
市
議
団
は
反
対
し
ま
し
た
。
市

教
委
は
、
二
中
と
四
中
を
統
合
し
て
新
し
い

学
校
を
つ
く
る
の
で
あ
り
、
統
廃
合
で
は
な

い
と
い
い
「
小
規
模
校
は
子
ど
も
の
人
間
関

係
が
固
定
さ
れ
、
切
磋
琢
磨
が
行
わ
れ
な
い
」、

「
部
活
が
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
と
強
調
し
て
、

父
母
や
地
域
住
民
に
統
廃
合
計
画
の
必
要
性

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

市
教
委
は
、来
年（
二
〇
一
一
年
）四
月
か
ら

二
中
を
み
ず
き
中
学
校
に
改
称
し
て
、

四
中
の
生
徒
も
改
称
し
た
み
ず
き
中
に

通
わ
せ
ま
す
。
一
方
の
四
中
校
舎
は
、

来
年
か
ら
二
年
か
け
て
解
体
・
新
校
舎

を
建
設
し
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
正
式

に
み
ず
き
中
学
を
開
校
す
る
予
定
で
す
。

中
道
議
員
は
、「
市
教
委
が
一
人
ひ
と

り
の
児
童
生
徒
に
行
き
と
ど
い
た
教
育

が
で
き
る
小
規
模
校
の
良
さ
を
十
分
評

価
せ
ず
、
災
害
時
の
避
難
拠
点
や
社
会

体
育
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
の
核

に
も
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
を
安
易
に

廃
校
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
教
育

予
算
の
削
減
を
目
的
と
す
る
小
中
学
校

の
統
廃
合
は
や
め
る
べ
き
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

住吉町にある母子福祉センターの廃止議案に反対しました。「今、家庭

内暴力などで相談や緊急一時保護などを、野中町の県女性相談センター

で行っているので、前橋市の施設の必要性がなくなった」と、当局は廃

止理由を説明しています。

ところが、同センターの年間相談件数の約6,000件中、前橋市民から

の相談は1,000件にも及んでおり、一時保護も入所できないほど施設が

満員となる事もあります。党市議団は「中核市として保健所を設置した

ばかりであり、夫の暴力などによる女性の保護やこどもの支援事業など

を、市として強めるべきであり、県まかせで市の母子福祉センター事業

を廃止することは反対です」と主張しました。

市母子福祉センターの存続を！
（緊急一時保護施設）

統
廃
合
の
た
め
の
条
例
改
正
に
反
対
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
れ
と
主
張

中
小
企
業
と
労
働
者
の
生
活
を
守
れ
！

中
小
企
業
と
労
働
者
の
生
活
を
守
れ
！ 

中
小
企
業
と
労
働
者
の
生
活
を
守
れ
！ 

国国保税（課税限度額）の引き上げに反対 国保税（課税限度額）の引き上げに反対 
国保税の課税額の上限を47万円から50万円、後期高齢者支援金の上限

を12万から13万円に引き上げ、3,200世帯・約5,600万円の負担増をもたら

す今回の条例改正に反対したのは、日本共産党市議団だけでした。

本市においても国保税が高すぎるために滞納世帯が急増し、短期保険

証や資格証の発行世帯が増えています。最大の理由は、国保財源に占め

る国の負担割合が1984年の約50％から2005年には

約30％まで激減し、一人あたりの年間国保税は３

万9,020円から８万353円に倍増しているために、

国保税の負担が高まっているからです。

党市議団は「国保加入者の負担軽減のためにも、

国庫負担の増額を強く求めるべき」と強く指摘し

ました。

中体連参加の中学生（敷島陸上競技場）

建設工事が進む南橘団地の市営住宅


